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はじめに 

 

沼津市のごみ焼却施設である清掃プラント（昭和51年より稼働）及び隣接する屋内温水プー

ル（昭和55年より営業）は、施設・設備ともに老朽化が進行しており、屋内温水プールについて

は令和３年に閉館となりました。 

そのため、プール及び清掃プラントの敷地を一体として活用し、新たなごみ処理施設である、

新中間処理施設や、新余熱利用施設を整備するための事業を進めています。 

これまで、平成26年３月に「沼津市新中間処理施設整備基本構想」を、平成27年７月に「沼

津市新中間処理施設整備基本計画」をそれぞれ策定し、その後、事業を一時中断していました

が、令和２年度より事業を再開し、令和４年３月に「沼津市新中間処理施設整備基本設計」を策

定しました。また、令和３年３月に「沼津市新屋内温水プール基本構想（案）」を策定しました。 

本市では、これらの基本構想等を基に、新中間処理施設及び新余熱利用施設両施設の整備エリ

アが一体となって、相乗的な市民利用を促進するために、共通した基本コンセプトを立案すべく

検討を行いました。 

また、両施設の具体化に当たって、新中間処理施設の要求水準書や、新余熱利用施設の基本計

画へ記載する内容についても検討を行ったものです。 

  



 

 

 

 


